
 
 

 

山本 悍右 KANSUKE YAMAMOTO 

 

1914 愛知県名古屋市生まれ 

1929 名古屋市立第二商業学校卒業 

 明治大学仏文科に入学（その後中退） 

1931 小此木光也らと共に写真集団「獨立寫眞研究會」を名古屋にて結成 

1933 柳宗悦による民芸誌『工藝』会員となる 

1935 小此木光也と共に「A.B.C. フォトクラブ」を結成する 

1938 吉武源雄らと写真グループ「青憧社」を結成 

1939 山中散生、下郷羊雄が中心となって結成された「ナゴヤ・フォトアバンガルド」に参加（後に

同会は「名古屋写真文化協会」と改称、1941 年解散）（1939 年末に脱会） 

 北園克衛が主宰する前衛詩人グループ「VOU」の同人となる（1978 年解散） 

1940 大阪の詩人グループ「炎」に参加 

1947 後藤敬一郎、高田皆義、服部義文と写真家集団「VIVI社」を結成 

1949 「美術文化協会」に参加、写真部会員となる（1954 年脱会） 

1953 後藤敬一郎、高田皆義、近藤達夫らと写真グループ「窓」を結成 

1955 後藤敬一郎、近藤達夫、岡崎克彦、内海薫らと東海写真家集団「炎」を結成 

1956 ロジェ・ヴァン・エック、加藤金一郎、広瀬一朗と実験グループ「ESPACE」を結成 

 「日本主観主義写真連盟」の結成に参加 

1958 「前衛詩人協会」の結成に参加 

小型シネ制作のグループ「アルキシネ」を北園克衛、市川崑、亀倉雄策、村井正誠、朝妻治郎、

植村鷹千代らと結成 

1963 写真グループ「ナゴヤ 5（ファイブ）」を結成 

1966 中部学生写真連盟顧問（1976年頃まで） 

1987 没 

 

個展 

 

2018 Nonaka-Hill Gallery（ロサンゼルス、カリフォルニア州、アメリカ） 

タカ・イシイギャラリー ニューヨーク（ニューヨーク、ニューヨーク州、アメリカ） 

2017 タカ・イシイギャラリー ニューヨーク（ニューヨーク、ニューヨーク州、アメリカ） 

 タカ・イシイギャラリー フォトグラフィー/フィルム（東京）［カタログ］ 



 

2016  タカ・イシイギャラリー ニューヨーク（ニューヨーク、ニューヨーク州、アメリカ） 

2013 「Japan's Modern Divide: The Photographs of Hiroshi Hamaya and Kansuke Yamamoto」

 J・ポール・ゲティ美術館（ロサンゼルス、カリフォルニア州、アメリカ）［カタログ］ 

2006 「山本悍右の世界: 世界に誇る日本のシュールレアリスト写真家」同志社大学東京オフィス（東京） 

「Kansuke Yamamoto: Vintage Photographs 1935-1955」Stephen Wirtz Gallery（サンフランシスコ、

カリフォルニア州、アメリカ）［カタログ］ 

2001 「写真展 シュルレアリスト 山本悍右 - 不可能の伝達者」東京ステーションギャラリー（東京） 

1988 銀座・IMAGINATION MARKET Q & P（東京） 

1983 「山本悍右絵展」新フランス学院（愛知） 

1957 小西六ギャラリー（福岡） 

1956 丸善画廊（愛知） 

 松島ギャラリー（東京） 

1936 丸善画廊（愛知） 

 

グループ展 

 

2022 「Going Global: Abstract Art at Mid-Century」Santa Barbara Museum of Art（サンタバーバラ、

カリフォルニア州、アメリカ） 

 「アヴァンガルド勃興 近代日本の前衛写真」東京都写真美術館（東京） 

2021 「Surrealism Beyond Borders」メトロポリタン美術館（ニューヨーク、ニューヨーク州、アメ

リカ） 

「『写真の都』物語 ―名古屋写真運動史:1911-1972―」名古屋市美術館（愛知） 

2019 「Japanese Photography – 1930s - 1970s」Mai 36 Galerie（チューリヒ、スイス） 

「愛知県美術館リニューアル・オープン記念 全館コレクション企画：アイチアートクロニクル 

1919 – 2019」愛知県美術館（愛知） 

「Homage to the Bauhaus: The Jack Kirkland Collection」Djanogly Gallery、Lakeside Arts（ノ

ッティンガム、イギリス） 

2018 「Shape of Light - 100 Years of Photography and Abstract Art」Tate Modern（ロンドン、

 イギリス）［カタログ］ 

 「『光画』と新興写真 - モダニズムの日本」東京都写真美術館（東京）［カタログ］ 

2017 「日本のシュルレアリスム写真」タカ・イシイギャラリー（東京） 

2016 「Japanese Photography from Postwar to Now」サンフランシスコ近代美術館（サンフランシ

スコ、カリフォルニア州、アメリカ） 

 「BLACK SUN/RED MOON」Ratio 3（サンフランシスコ、カリフォルニア州、アメリカ） 

2015 「20 世紀日本美術再見 1940年代」三重県立美術館（三重）［カタログ］ 

2014 「親子で楽しむアートの世界」名古屋市美術館（愛知） 



 

2013 「Drawing Surrealism」Pierpont Morgan Library（ニューヨーク、ニューヨーク州、アメリカ） 

2012 「日本・オブジェ 1920-70 年代」うらわ美術館（埼玉）［カタログ］ 

「Drawing Surrealism」Los Angeles County Museum of Art（ロサンゼルス、カリフォルニア

州、アメリカ） 

2010 「コレクションを極める」名古屋市美術館（愛知） 

2009 「名古屋市美術館 20 年のあゆみ」名古屋市美術館（愛知） 

2008 「シュルレアリスムと写真：痙攣する美」東京都写真美術館（東京）［カタログ］ 

2007 「コレクションによる シュルレアリスムの世界」名古屋市美術館（愛知） 

「The New Modern: Pre- and Post-War Japanese Photography」サンタバーバラ美術館

 （サンタバーバラ、カリフォルニア州、アメリカ） 

国立新美術館開館記念展「20世紀美術探検―アーティストたちの三つの冒険物語―」 国立新美術館

（東京）［カタログ］ 

2006 「コラージュとフォトモンタージュ」東京都写真美術館（東京）［カタログ］ 

「キュレーターズ・チョイス」東京都写真美術館（東京） 

「『名古屋』の美術 －これまでとこれから－」名古屋市美術館（愛知）［カタログ］ 

2005 「写真はものの見方をどのように変えてきたか」東京都写真美術館（東京）［カタログ］ 

2004 「郷土の美術」名古屋市美術館（愛知） 

2003  「History of Japanese Photography」ヒューストン美術館（ヒューストン、テキサス州、アメリカ）；

その後クリーブランド美術館（クリーブランド、オハイオ州、アメリカ）に巡回［カタログ］ 

2001 「Modern Photography in Japan 1915-1940」 アンセル・アダムス・センター（サンフランシスコ、

カリフォルニア州、アメリカ）［カタログ］ 

1995 「モダニズムの時代」東京都写真美術館（東京）［カタログ］ 

「現代美術の手法（1） コラージュ」 練馬区立美術館（東京）［カタログ］ 

「日本の近代写真の成立と展開」東京都写真美術館（東京）［カタログ］ 

1990 「名古屋のモダニズム 1920's-1930's」INAXギャラリー（愛知）［カタログ］ 

「日本のシュールレアリスム：1925 - 1945」名古屋市美術館（愛知）［カタログ］ 

「静物：ことばなき物たちの祭典」静岡県立美術館（静岡）［カタログ］ 

1989 「名古屋のフォト・アヴァンギャルド」名古屋市美術館（愛知）［カタログ］ 

1988 「日本の写真 1930 年代」神奈川県立近代美術館（神奈川）［カタログ］ 

「日本の芸術写真 1920－1940 展」コニカ・プラザ（東京） 

「写真芸術の 150 年 フランス・日本・アメリカ」つかしんホール（兵庫）［カタログ］ 

FOTO FEST「The Art of Modern Japanese Photography」Two Houston Center（ヒュースト

ン、テキサス州、アメリカ） 

1986 「VOU Group」RISD Museum（プロビデンス、ロードアイランド州、アメリカ） 

 「フォトアヴァンギャルド イタリアと日本」ザ・コンテンポラリー・アートギャラリー、西武

百貨店（東京）［カタログ］ 



 

1982 「全日本写真連盟中部本部委員展」愛知県美術館（愛知） 

1981 「全日本写真連盟中部本部委員展」愛知県美術館（愛知） 

1980 「全日本写真連盟中部本部委員展」愛知県美術館（愛知） 

1978 「全日本写真連盟中部本部委員展」愛知県美術館（愛知） 

1976 「第 31 回 VOU形象展」紀伊国屋画廊（東京） 

1974 「第 30 回 VOU形象展」紀伊国屋画廊（東京） 

1970 「第 28 回 VOU形象展」紀伊国屋画廊（東京） 

1969 「第 27 回 VOU形象展」壹番館画廊（東京） 

1968 「VERB」愛知県美術館（愛知） 

1965 「第 25 回 VOU形象展」東京風月堂（東京） 

1963 「ナゴヤ 5（ファイブ）－ひとりのオンナ」富士フォトサロン（東京） 

 「第 24 回 VOU形象展」稲垣画廊（富山） 

 「第 23 回 VOU形象展」M・S画廊（高知） 

1961 「第 5 回炎展」小西六ギャラリー（東京） 

1960 「主観写真展」小西六ギャラリー（東京） 

「第 4 回炎展：風物」小西六ギャラリー（東京） 

1959 「第 15 回 VOU形象展」風月堂（東京） 

「第 14 回 VOU形象展」小西六ギャラリー（東京） 

 「第 13 回 VOU形象展」東電サービスセンター（東京） 

 「第 3 回炎展：おんな」小西六ギャラリー（東京） 

「第 12 回 VOU形象展」丸善画廊（愛知） 

1958 「写真と詩の前衛展」美松書房画廊（東京） 

「日本主観写真展」富士フォトサロン（東京） 

「第 11 回 VOU形象展」櫟画廊（東京） 

「第 1 回 ESPACE展」丸善画廊（愛知） 

1957 「モダンアート写真グループ展」櫟画廊（東京） 

「第 2 回炎展：聖書によせる」小西六ギャラリー（東京） 

 「第 10 回 VOU形象展」広島中央ビル（広島）［カタログ］ 

「第 9 回 VOU形象展」櫟画廊（東京） 

「第 8 回 VOU形象展」富士フィルムギャラリー（愛知） 

1956 「第 1 回国際主観主義写真展」日本橋高島屋（東京） 

 「第 1 回炎展：写真による漫画」小西六ギャラリー（東京、愛知、大阪） 

1953 「抽象と幻想：非写実絵画をどう理解するか」東京国立近代美術館（東京）［カタログ］ 

 「窓展」（愛知、兵庫） 

「第 13 回美術文化協会展：憩いの季節」東京都美術館（東京）；その後名古屋市商工館ホール

（愛知、4 月 22 - 29 日）；京都岡崎美術館（京都、5 月 31日 – 6月 8 日）に巡回 



 

1952 「造形写真作家展」青柳広小路店（愛知） 

1951  「第 11 回美術文化協会展」東京都美術館（東京） 

1950 「第 3 回 VIVI 展」丸善画廊（愛知） 

「第 10 回美術文化協会展」東京都美術館（東京） 

1949 「モダンアート展」日本橋三越（東京） 

「第 2 回 VIVI 展」丸善画廊（愛知） 

「第 9 回美術文化協会展」東京都美術館（東京） 

1948 「第 1 回 VIVI 展」丸善画廊（愛知） 

1939 「青憧社展」丸善画廊（愛知） 

 

パブリック コレクション 

 

愛知県美術館（愛知） 

シカゴ美術館（シカゴ、イリノイ州、アメリカ） 

アーサー・M・サックラー・ギャラリー（ワシントン D.C.、アメリカ） 

J・ポール・ゲティ美術館（ロサンゼルス、カリフォルニア州、アメリカ） 

サンタバーバラ美術館（サンタバーバラ、カリフォルニア州、アメリカ） 

東京都写真美術館（東京）  


